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資料編  

１．町民意識調査の結果  

（１）調査概要  
調査概要を以下に示す。 

 
調査対象 15 歳以上の町民 3,000 人（無作為抽出） 

調査方法 郵送配布、郵送回収及び WEB 回答 

調査日 令和５年（2023 年）７月２６日（水）～８月２５日（金） 

調査項目 ・属性（年齢、お住まい、性別、職業、運転免許証の有無、福祉用具の使用） 

・町内公共交通（鉄道、路線バス、コミュニティバス、タクシー）の不満点 

・外出時の移動における目的や交通手段等について 

・新型コロナウイルス感染症の影響による移動の変化について 

・今後の公共交通としてふさわしい運行形態について 

・公共交通への町民意識について 

配布・ 

回収数 

配布数：3,000 票 

回収数：1,306 票（郵送回収：1,209 票、WEB 回答：97 票） 

回収率：43.5％ 
 

【居住地別の回収状況】※人口比率により配布数は決定 

居住地 金久保 黛 忍保 八町河原 神保原町 七本木 嘉美 勅使河原 

配布数 280 22 57 44 459 1208 162 150 

回収数 111 9 28 17 203 527 64 71 

回収率 40% 41% 49% 39% 44% 44% 40% 47%          
居住地 帯刀 堤 三町 大御堂 長浜 五明 藤木戸 無回答 

配布数 49 88 159 112 95 55 60 ― 

回収数 20 33 60 45 33 21 27 37 

回収率 41% 38% 38% 40% 35% 38% 45% ― 
 

【本調査結果の有意性】 

以下の公式を用いて、本調査結果の回収数に対する有意性を検証する。 

𝑛𝑛𝑛𝑛 =
𝑁𝑁𝑁𝑁

�𝜀𝜀𝜀𝜀𝐾𝐾𝐾𝐾�
2 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑁 1
𝑃𝑃𝑃𝑃(1 − 𝑃𝑃𝑃𝑃) + 1

 

ε：標本誤差（許容できるサンプリングの誤差（一般的には 5%以内）） 

K：正規分布の性質から与えられる値 

（ε=5%の場合、1.96。ε=2.9%の場合、2.18） 

P：調査結果の比率（最も安全側の値である 0.5 とする） 

N：母集団の大きさ（上里町人口：30,354 人（2023 年 4 月時点の町人口）） 

n：回収数（1,306 票） 

今回の回収数を上式の n にあてはめて、標本誤差を求めると 2.9%となる。 

一般的な基準である 5%を下回っており、本調査は有意性を確保できている。 
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調査票及び公共交通に関する調査の目的を示した概要を一緒に配布した。 
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（２）調査結果  
① 回答者属性  
【年齢】                【お住まい】 

・70歳代からの回答が最も多いが、全世代から回答を得られた。 
・七本木地区からの回答が最も多く、次に神保原町地区からの回答が多い。 

 

 

 

【性別】                【職業】 

・女性からの回答が 54.7％と、男性よりも若干多い。 
・様々な職業の方から回答を得られた。 
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【運転免許証】 

・81.4％の方が運転免許証を所持・運転している状況であり、自動車中心の移動であること
が窺える。 

・20～60歳代は各年代約９割の方が所持、運転している状況であり、自主返納や持ってい
ない方等、運転をしていない方は 20歳未満や 80歳代以上の一部となっている。 

・80歳代以上は、自主返納している方や自主返納を考えている方の割合が高くなっている。 
 

 
＜年齢別＞ 
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【福祉用具】 

・88.1％の方が福祉用具を使用しないと回答している。 
・常に使用する、時々使用すると回答した方は約 5.5％で、歩行補助つえを使用している方
が最も多い。その他には、シルバーカーや車いす等の福祉用具の使用や、補聴器を使用し
ている方が一定数いる。 

 

                          使用する福祉用具（回答者：72） 
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② 設問への回答  
 設問１：町内の公共交通（鉄道・路線バス・こむぎっち号・タクシー）について、不満に

思っていることを教えてください。 
 
【鉄道（JR高崎線）】 

・約半数の方が「不満なし」と回答している。 
・不満理由としては、「運行本数が少ない」ことが最も多い。 

 
不満理由内訳 

 

 

【路線バス（神泉総合支所線）】 

・30.7％の方が「不満あり」と回答している。 
・不満理由としては、「運行本数が少ない」ことのほか、「どこを走っているのかわからない」
「停留所の場所がわからない・わかりづらい」といった情報提供に関する意見があげられ
ている。 

 
                                 不満理由内訳 
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【こむぎっち号】 

・36.7％の方が「不満あり」と回答している。 
・不満理由として、「利用したい時間帯に運行していない」ことのほか、「どこを走っている
のかわからない」「停留所の場所がわからない・わかりづらい」といった情報提供に関する
意見があげられている。また、「運行日が１日置きで利用しづらい」といった意見もあげら
れている。 
・地域によって傾向はあまり変わらないが、忍保や勅使河原、三町、長浜の地域では「わか
らない」と回答している方が半数以上の地域もある。 
 
                       不満理由内訳 

 

 

 

＜居住地別＞ 
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【タクシー】 

・「不満あり」と「不満なし」が同程度となっている。 
・不満理由としては、「運賃が高い」が最も多い。 
 

不満理由内訳 
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 設問２：あなたが普段外出する際の目的ごとの目的地、頻度、移動手段についておうかが
いします。外出頻度の高い目的 3つ以内でお答えください。 

【目的】 

・全体では、「買い物」が 32％と最も多く、 
・最も多い外出では、「通勤・通学」「買い物」が多い。 
・2番目、3番目に多い外出では、「趣味・遊び・食事・知人訪問」や「通院」の割合が、最も
多い外出より大きくなっている。 

 
【最終目的地】 

・全体では、「上里町外」への移動が 38％と最も多く、本庄市、深谷市、高崎市等が多い。 
・町内では、「七本木地域」が最も多く、次いで「上里東地域」「神保原地域」となっている。 

 

上里町外と回答した結果（上位10箇所） 
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＜目的別＞ 

・「通勤・通学」や「通院」、「趣味・遊び・食事・知人訪問」では、半数以上が町外と回答し
ている。一方で、「買い物」は町内の回答が多い。 

 

 

 

＜年齢別＞ 

・50歳代までは「上里町外」への外出が約半数を占めており、60歳代から徐々に「上里町
外」への外出が減少傾向にある。 
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【鉄道利用】 

・90％以上が外出時に鉄道を利用していない。 

 

【外出頻度】 

・「通勤・通学」では約 77％の方が週 5日以上と回答している。 
・「買い物」は約 86％の方が週 1日以上外出している。 

 
＜目的別＞ 
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【交通手段】 

・ほとんどの方が「自動車（自分で運転）」と回答しており、自動車への依存度が高い。 
・「買い物」「通勤・通学」においては、「自動車（自分で運転）」が 70％を超えており、そ
の他の目的で外出する際にも半数以上が「自動車（自分で運転）」と回答している。 

 

 
＜目的別＞ 
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 設問３：新型コロナウイルス感染症の流行が始まる前と、流行から 5類感染症へ引き下げ
となった現在までのあなたの日常生活における外出回数に変化はありましたか。 
 

・「外出回数は大きく減少した」「外出回数は多少減少した」が約 42％である。 

 

【設問 3で「1．大きく減少した」「2．多少減少した」と回答された方】のみ回答 
①主にどのように変わりましたか。 

・「家族や友人との外食回数が減
った」「観光やレジャーの回数が
減った」「買い物に行く回数が減
った」の回答が多い一方で、通
勤・通学や通院の回答は比較的
少ない傾向にある。 

 

 

②コロナ前の移動手段と現在の移動手段に変化はありましたか。 

・「移動手段は変わらない」と回答した方が 63.5％と最も多いが、「公共交通を利用する回数
が減った」「自家用車の使用が増えた」と回答した方が合わせて 28.5％となっている。 
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③外出の目的ごとの外出回数についておうかがいします。 
【通勤・通学での外出回数】 

・「出社や登校は必要なので、コロナ前に戻る・既に戻っている」が最も多く 37.8％である。 
 

 

【買い物での外出回数】 

・「商品を見て買いたいので、コロナ前に戻る・既に戻っている」と回答した方が 62.4％と
最も多い。一方で、「通勤・通学」と比較して、コロナ前には戻っていない・戻らないと回
答する割合が高くなっている。 

 

 
【観光やレジャー、外食での外出回数】 

・「人との接触や密になることが不安なので戻っていない・戻らない」と「感染症の不安が無
くなれば、コロナ前に戻る・既に戻っている」が同程度であり、【通勤・通学】や【買い物】
と比較して、「コロナ前には戻っていない・戻らない」と回答する割合が高くなっている。 
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 設問４：上里町の今後の公共交通としてふさわしいと思うものを教えてください。 
 

・「わからない」と回答する方が最も多い。 
・次いで、「現行の運行形態」を望む回答が最も多い。 

 

 

 

＜年齢別＞ 
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＜居住地別＞ 
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 設問５：町民の移動は、自家用車が中心となっています。あなたは今後自家用車による移動
から公共交通を利用した移動に変更したいと思いますか。 

・「そう思わない」と回答した方が 47.3％と最も多い。 
・60歳代から「そう思う」と回答する方が増え、70～80歳代では 30％を超えている。 

 

 
＜年齢別＞ 
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【設問 5で「1．そう思う」と回答された方】のみ回答 
①自家用車から公共交通利用へ変更したい理由を教えてください。 

・技術面や健康面で運転に不安を感じている方が半数以上である。 
 

 

 

 

【設問 5で「3．そう思わない」と回答された方】のみ回答 
①自家用車から公共交通利用へ変更したくない理由を教えてください。 

・「自家用車での移動が便利だから」が 75.4％と最も多い。 
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【設問 5 で「1．そう思う」「２．どちらともいえない」「3．そう思わない」と回答された方】
のみ回答 
①あなたはどのような条件が整えば自家用車から公共交通を利用した移動に変更したいと思い
ますか。 

・停留所の近さ、運行時間の条件が整えば公共交通を利用した移動に変更したいという方が
多い。 

・30歳代の「何があっても変更しない」と回答している割合が比較的多い。 
 

 

 

＜年齢別＞ 
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 設問６：公共交通（鉄道、路線バス、こむぎっち号、タクシー）は、町民の移動において必
要不可欠であると思いますか。 
 

・鉄道では「強くそう思う」と回答している方が 59％と最も多い。 
 

 

 

■ 設問７：あなたが公共交通サービスにおいて重要だと思うことを教えてください。 
 

・「乗りたい時間に利用できること」「自宅近くで乗れること」の回答が多い。 
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 設問８：どのような目的の時に、利用しやすい公共交通になればより便利になると思います
か。 

・「医療施設や福祉施設に通うとき」と回答している方が最も多く、次いで「商業施設で買
い物をするとき」の回答が多い。 

・「商業施設で買い物をするとき」「医療施設や福祉施設に通うとき」の回答は全年代で上位
であるが、「神保原駅を利用するとき」は、80代以上になると減少している。 
 

 

 

＜年齢別＞ 
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２．「こむぎっち号」利用者ヒアリング調査の結果  

（１）調査概要  
調査概要を以下に示す。 

 
調査対象 「こむぎっち号」の利用者 

調査日 令和 5 年（2023 年）9 月 25 日（月）～10 月７日（土） 

調査方法 【9 月 26 日、9 月 27 日】調査員がバスに乗り込み、利用者に直接ヒアリング 

【上記日程以外】運転手による調査票の配布・回収 

調査項目 ・属性（性別、年齢、住所、日常の主な交通手段、運転免許証の有無） 

・「こむぎっち号」の利用状況 

・「こむぎっち号」に対する満足度 

・今後の公共交通サービスについて 

回答者数  

ルート 回答者数 
複数回の回答含む 

延回答数※ 

全体 111 178 

ル
ー
ト
別 

中央ルート 83 138 

北部ルート 11 14 

南部ルート 17 26 

※調査期間内に複数回「こむぎっち号」を利用された方においては、2 回目以降の回答では

利用したバス停留所のみを確認している。 

複数回の回答含む延回答数とは、利用したバス停留所のみの回答を含む、調査期間中の

総回答数を示す。 
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以下の調査票を以下に示す。 
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（２）調査結果  
① 利用者属性  
【性別】                 【年齢】 

・女性からの回答が 43.2％と、男性よりも若干多い。 
・60代以上の回答が多いが、全世代から回答が得られた。 

 
【住所】                 【日常の主な交通手段】 （複数回答あり） 

・町内の方からの回答が半数以上で、「こむぎっち号」を日常的に利用している方が最も多い。 

 

【運転免許証】 

・約半数が運転免許証を持っていないと回答している。 

 



 

98 

② 回答内容  
１.「こむぎっち号」の利用状況 
①利用する停留所を記入してください。 
【中央ルート】    

・乗車する停留所はウニクス、神保原駅、ベルク七本木店の順に多く、降車では神保原駅、
ウニクス、イオンタウンの順に多い。 
・駅及び商業施設の利用が上位を占めている。 

 

 
【北部ルート】    

・乗車する停留所、降車する停留所共に、ウニクスが最も多い。 

 

 
【南部ルート】 

・乗車する停留所、降車する停留所共に、ウニクスが最も多い。 

 

 
※利用者数が２人以上の上位3箇所を示す。      

 

  

1位 ウニクス(乗22人) 1位 神保原駅(降28人)
2位 神保原駅(乗19人) 2位 ウニクス(降19人)
3位 ベルク七本木店(乗18人) 3位 イオンタウン(降18人)

利用の多い停留所（乗車） 利用の多い停留所（降車）

1位 ウニクス(乗4人) 1位 ウニクス(降4人)
2位 神保原駅北口(乗3人) 2位 神保原駅北口(降2人)

2位 神保原陸橋北(降2人)

利用の多い停留所（乗車） 利用の多い停留所（降車）

1位 ウニクス(乗6人) 1位 ウニクス(降7人)
2位 神保原駅南広場(乗3人) 2位 神保原駅南広場(降6人)
2位 立野南公民館東(乗3人) 3位 上里町役場(降4人)

利用の多い停留所（乗車） 利用の多い停留所（降車）
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②このバスに乗る前（または降りた後）に、「こむぎっち号」の他ルート、または他の交通機関
への乗り継ぎをしましたか。 
 
【「乗り継いだ」と回答した方のみ】 
③乗り継いだ交通機関を教えてください。 
【中央ルート】 

・乗り継いでいない方が 84.3％と多く、乗り継いだ方の 70％は「鉄道」を利用している。 

                      （乗り継いだ交通機関） 

 

 

 

 

【北部ルート】 

・乗り継いでいない方が 72.7％と多く、乗り継いだ方は「鉄道」または「タクシー」を利
用している。 

                      （乗り継いだ交通機関） 

 

 

 

 

【南部ルート】 

・乗り継いでいない方が 82.4％と多く、乗り継いだ方は「こむぎっち号他のルート」「鉄道」 
を利用している。 

                    （乗り継いだ交通機関） 

 

 

 

9

                    

                      （乗り継いだ交通機関）

（乗り継いだ交通機関）

乗り継いだ交通機関）
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④バスは「行き」と「帰り」の往復で利用されましたか。 
 
【「片道のみで利用した」と回答した方のみ】 
⑤往復でバスを利用されなかった移動について、利用した移動手段を教えてください。 
【中央ルート】 

・「往復で利用した」と回答した方が 57.8％と半数以上を占めている。 
・「片道のみで利用した」方は、半数以上の方が「徒歩」で移動している。 

                    （往復で利用されなかった際の移動手段） 

 

 

 

 

【北部ルート】 

・「往復で利用した」と回答した方が 54.5％と半数以上を占めている。 
・「片道のみで利用した」方は、75％が「自動車(家族の送迎)」で移動している。 

                     （往復で利用されなかった際の移動手段） 

 

 

 

 

【南部ルート】 

・「往復で利用した」と回答した方が 58.8％と半数以上を占めている。 
・「片道のみで利用した」方は、約 40％が「自動車(家族の送迎)」で移動をしている。 

                     （往復で利用されなかった際の移動手段） 

 

  

                    （

家族の送迎)」で移動している。

往復で利用されなかった際の移動手段）
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⑥こむぎっち号の利用頻度を教えてください。 
【中央ルート】 

・「週に 2～3日」利用している方が 27.7％と最も多い。 
・「ほぼ毎日」、「週に１日」と回答した人が次に多く、週１日以上利用している方が 69.9％
である。 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

・北部ルート、南部ルート共に「週に１回」と回答した方が最も多い。 
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⑦主な利用目的を教えてください。 （複数回答あり） 

・どのルートでも、「買い物」に行くために利用する方が一番多く、次いで「通院」での利
用が多い。 
・中央ルートでは「通勤」で利用している方もいる。 

 
【中央ルート】 

 
【北部ルート】              【南部ルート】 
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２.「こむぎっち号」に対する満足度 

①総合評価 

・どのルートを見ても、「やや満足」「満足」の回答が半数を超えている。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

  

  

■「総合評価」における主な不満理由
ルート 主な不満理由

中央ルート 運行本数が少ない。徒歩の方が早い時がある。
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②運行時間 

・中央ルート及び南部ルートでは、「普通」、北部ルートでは「満足」と回答とした方が
最も多い。 

・不満の理由としては、帰宅時間に運行していないこと等があげられている。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

  

■「運行時間」に関する主な不満理由
ルート 主な不満理由

帰りの時間にバスがない。タクシーになる事が多い。
朝7：30の便がほしい。
運行便数が少ない。
朝、絶対に遅れている。
同時刻に同じバス停に来て間違った。

北部ルート もう少し遅ければ良い。
帰りの時間が合わない。
もう少し本数が多いとうれしい。
循環なので帰りがタクシーになる。

中央ルート

南部ルート
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③運行日 

・全てのルートで「満足」と回答とした方が最も多い。 
・不満の理由としては、日曜日運行があげられている。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

  

  

■「運行日」に関する主な不満理由
ルート 主な不満理由

中央ルート 日曜日も運行してほしい。
北部ルート 毎日運行してほしい。

日曜日も運行してほしい。
運行日を増やしてほしい。

南部ルート
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④運行便数 

・中央ルート及び北部ルートでは、「普通」、南部ルートでは「満足」と回答とした方が
最も多い。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

 

   

■「運行便数」に関する主な不満理由
ルート 主な不満理由

中央ルート 本数を増やしてほしい。
北部ルート 本数を増やしてほしい。

行きしかない。
本数を増やしてほしい。
お昼の時間帯の便が少ない。

南部ルート

【南部ル ト】
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⑤停留所の場所 

・どのルートでも約 9割の方が「普通」または「満足」と回答している。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 
【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

 

  

 

  

■「停留所の場所」に関する主な不満理由
ルート 主な不満理由

南部ルート 家から少し距離がある。
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⑥乗り継ぎ 

・中央ルート及び北部ルートでは、「普通」、南部ルートでは「満足」と回答とした方が最も
多い。 

 
【全体】                 【中央ルート】 

 

【北部ルート】              【南部ルート】 

 

 

 

  

  

■「乗り継ぎ」に関する主な不満理由
ルート 主な不満理由

中央ルート 時間が合わないことが多い。
南部ルート 乗り継ぎが難しい。
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３.今後の公共交通サービスについて 

①今後の町内の交通手段として、どのような取り組みが充実すればよいと思いますか。 

・「現状のままでよい」が最も多く、次いで「「こむぎっち号」の充実」が多くなってい
る。 

 

 

②公共交通サービスにおいて、最も重要だと思うことを教えてください。 

・「自宅近くで乗れること」と回答している方が最も多い。 
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